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中インスリン(以下， Ins.) 値の変動をもって評価せんとした。その際，血中 Ins. 値の変動は， Ins. 
分泌刺激である血糖値の変動との相対的関係に於て評価されねばならない。そこで，糖負荷後初期30
分間の血糖値増加量に対する血中 Ins. 値増加量の比 (LJIRI/ Lf BS) をもって初期 Ins. 分泌能を，糖負
荷後の血中断直ならびに血中 Ins. 値の最大増加量の比 (max. LJIRI/max. Lf BS) をもって経口的糖負荷中
の勝 β-細胞の最大反応性を，糖負荷後 3 時間の血糖値増加量の総和(血糖面積)に対する血中 Ins.値
増加量の総和(インスリン面積)の比(L;LfBS) をもって累積血糖上昇刺激に対する総 Ins. 分泌能を，
それぞれ数量的に評価する指標とした。
検索対象として，陣頭部領域腫壌に対し膝頭十二指腸切除術が施行された症例15例(男 9 ，女 6 ，








一定絶食後，朝(午前 8 時~9 時)に，糖 100g を経口的に負荷したO 負荷前15分，負荷直前，負荷
後30分， 60分， 90分， 120分及び180分に肘静脈より採血した。血糖値は Hoffman法(自動測定装置) , 









糖負荷前 1R1 値: 4 群聞に有意差は認められなかった。







max. .d1R1 / max. L1BS 
術前群ならびに術後群は他の 2 群に比し有意に低値であった。術前群と術後群，正常群と胃切群と
の聞には，各々有意、差は認められなかったO




















その成績によれば，牌頭部領域腫蕩症例の牌 β-細胞機能は低下していること ， il よび，その機能は
膝頭十二指腸切除術後に更に低下することが確認されている。
本論文により，現在まで不明で、あった，勝頭十二指腸切除術にともなう患者の梓 β- 細胞機能の変
遷の一端が明らかとなった。ごの知見は，糖代謝調節上の主要ホルモンであるインスリンの分泌機能
を有する唯一の臓器である牌の略々%の頭側切除を余儀なくされる膝頭十二指腸切除術施行症例の術
前ならびに術後の管理指針決定に資するところ多く，本論文の臨床医学J:の意義は大である。
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